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 Hello! ワシントンに留学している脇詞音です。とうとう気温が 0 度を下回るようになり冬本番という感じがしてき

ました。10 月末にハロウィンが終わった途端、今はどこに行ってもクリスマス一色のアメリカです。私の留学がスター

トしてから約 3 ヶ月が経ち、短期の留学や国際交流では気づけない、留学のリアルが見えてきました。今回はアメリカ

の学校生活とアメリカ人の思う日本とは…?について書きたいと思います。アメリカの高校というとハイスクルミュー

ジカルのような学校生活をイメージしている人もいるのではないでしょうか？確かに、何もかも日本よりは緩い！そし

て自由すぎる！！勝手に授業抜けたり、テスト中にランチ食べたり、校長先生と TikTok とったり…日本では考えられ

ませんが、アメリカでは意外とあるあるです。そして、授業では生徒の主体性が問われます。ほとんどの授業でディス

カッションやプレゼンをします。ここの生徒のいいところは誰とでも協力し、全員が意見を言うことだと思います。プ

ロジェトごとにグループが代わり、名前も年齢も知らない人と一緒にグループになり課題をこなしていかなければなり

ません。私も微力ながら自分の意見を言うようにしてますが、日本のように話をまとめるリーダーがいて、その人が一

人一人に意見を求めるといったことはしません。話したもん勝ちなんです！どんなにいい意見を持ってても、自分から

発言しないと誰も聞いてはくれません。なんなら声のでかい人の意見が通ることもよくあります。そんな時は、日本人

を振る舞ってはダメだと思いながら、腹をくくって伝えてはいますが、「お！それいい！」となる時もあれば「え？そ

れじゃ面白くない！」とストレートに反対されたり、「何言ってんのこいつ」みたいな顔をされたりして、受け入れら

れないこともあります。初めはそこまで言わなくもいいのに…と思い、ショックを受けたこともありましたが、そんな

ことにビビっていたら何もできないと当たって砕けろ精神で毎日過ごしています。英語力もそうなんですが、アメリカ

ではクリエイティビティやユーモアの求められる授業や課題のスタイルが多くとても楽しく充実した学校生活を送っ

ています。そして苦戦しているのは英語だけではありません。私のいるイートンヴィルという街はとても田舎でアジア

人はほとんどいません。そのため友達と歩くだけでも目立つし、よくガン見されて目で追われます。そして偏見もすご

いです。この前友達に「日本ってアメリカと仲良いから中国のことは嫌いだよね？」みたいなことをさらっと聞かれて、

「いや嫌いとかではないよ！」と伝えたらめっちゃ驚かれました。またある子には「日本人と中国人の顔区別つかんか

らお前らも中国人でよくね？」みたいなことを言われたこともあります。それを差別と取るかは人それぞれの価値観か

もしれませんが、そんなこと言われるとは思ってなかったので衝撃的でした。また、私が日本からの留学生だというこ

とを伝えると、名前よりも先に「ポケモン GO やってる？」と聞かれたこともあります笑。やはり、日本＝アニメのイ

メージが強いようで、留学生としてもっと他の観点から日本について知ってほしいなと思いながらもまだあまり実践で

きてはいないので、少しずつ日本のこともシェアできたらなと思っています。今回のレポートで留学＝楽しそうという

イメージが少し変わった人もいるのではないでしょうか？笑 話そうと思えばもっと過激なのがあったりしますが、今

回はこの辺で終わります。来週はテンクスギビングがあり、そしてクリスマス、ニューイヤーズとやってきます。次回

はそう言ったアメリカの文化や行事を紹介できたらなと思います。 

24 期ラストスパートがんばれ！応援しています！  

See you soon! 

 


